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スマートコミュニティの構築に関する包括的研究 
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1. 概要 

次世代型の社会インフラの構築を目的としたスマートコミュニティに関する注

目が集まっている。筆者らは、地域特性、地域ニーズに応じたスマートコミュニ

ティプロジェクトのコンセプトデザインを行うとともに、さまざまなプロジェクトの社

会実装に向けた取り組みを行っている（図 1）。 

2. 2022年度の研究成果 

（1）マルチベネフィット型モビリティを核としたスマートシティの構築 

“One Service Multi-Benefit”をコンセプトとしたモビリティシステムのローカル

コミュニティでの活用を念頭においたスマートコミュニティのコンセプトデザイン

を複数地域で行った(1)。マルチベネフィット型モビリティの展示を通じたプロジ

ェクト創出の代表例として、埼玉県久喜市の南栗橋駅前街区におけるグリーン

フィールド型のプロジェクトとして、「BRIDGE LIFE Platform(BLP) 構想(2)」を

推進した（図 3）。 

（2）ポストコロナを見据えたスマートシティへのアプローチ 

ポストコロナを見据え、「非接触化」を念頭においたスマートシティへのアプ

ローチを提案した（図 4）。とりわけ、従来のスマートシティでは議論の対象とな

っていない廃棄物分野における「非接触化」に着目している特徴がある。筆者

らが開発してきた要素技術・システムを統合化することにより、PoCや社会実験

を創出していく計画である（参考：環境配慮型静脈産業に関する包括的研究）。 

（3）脱炭素先行地域等の推進に向けたアプローチ 

2050年のカーボンニュートラル（CN）の実現に向けた動きが活発化している。

その一環として、風力発電等の豊富な再生可能エネルギーのポテンシャルを

有する北海道石狩市をモデル地域とした「エコシステム」の創出に向けた動き

を強化した。その一例として、RE100 工業団地内で宅配ロボットの自動走行を

検討する「石狩湾新港地域ロボットシェアリング型配送サービス実証研究会(3)」

に参画した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

3. 次年度の研究計画 

マイクロコミュニティにおけるマルチベネフィット型モビリティシステムの実証

事業を、南栗橋駅前街区を中心に進める。さらに、ゼロカーボンシティ、地域

循環共生圏等の取り組むのを推進する自治体等と連携して次世代型のコミュ

ニティのモデル化を推進する。 

脱炭素先行地域を目指す取り組みとしては、愛知県岡崎市、千葉県山武市

等との新規プロジェクトの創出を推進する。 
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スマートコミュニティプロジェクト

○その地域で何を実現したいのか（雇用創出、産業振興、復興等）？
○その地域にはどんな暮らしが待っているか（地域市民のメリット）？
○その地域で守っていきたいものは何なのか（文化、価値観）？
○その地域で改善しなければいけない問題は何なのか（廃棄物問題）？

上記を実現するための手段のひとつとしての

再生可能エネルギー等の導入そのもののが目的化してはならない！

○シティやタウンという特定地域で取り組むことの意味は何なのか？
○社会インフラの再構築が求められているとすれば、何がボトルネックになっ
ているか？

それをやってしまうと・・・・
○ハード・システムの議論に終始するだけ。
○その結果として、どんな地域のプロジェクトも同じに見えてしまう。

○必要なのは情報の「共有化」→窓口の一本化
○ステークホルダー間のギャップを埋める機能の必要性
○エリアマネジメントを含めた産官学民の適切な役割分担と設計

地域を知る

地域ニーズ&特性に応
じたプランニング

コンソーシアム形成

図 1 スマートコミュニティへのアプローチの原則 

図 2 埼玉県久喜市南栗橋駅前における「BRIDGE LIFE Platform 構想」 

図 3 BLP 構想におけるまちびらきイベント（2022 年 5 月 26 日） 

図 4 ポストコロナを見据えたスマートシティへのアプローチ 

現場ＱＲ

運転手ＱＲ

担当者ＱＲ 担当者ＱＲ

現場ＱＲ
現場１ 現場２

移動

①When … いつ（時間）②Where … どこで（場所）

③Who … 誰が（主体） ④What … 何を（物・行動）

⑤ Why … なぜ（理由）

⑥How … どのようにして

いくら（How much）
どのくらい（How many）

誰に（Whom）

どちらが（which）

どうなったか（Result） 各種帳簿

①When … いつ（時間）

支払台帳
タイムライン
アルバム（写真）
修正ログ

WCM
DB

データ送信

一部入力

活動記録管理（WCM）サービスのエビデンス機能

GPS
GPS

マルチベネフィットモビリティ

3D-VR

ごみ収集の自動化

WCMS

ロボットアーム
タブレット端末による

遠隔操作

出所：JFEエンジニアリング

出所：「スーパーシティ」構想

Designed by カベミミデザインズ

*埼玉県久喜市・南栗橋駅前街区における次世代型まちづくりプロジェクト
（2021年11月10日記者発表）

南栗橋駅前では、産学官連携による『BRIGE LIFE Platform構想』に基づく次世代型のまちづくりが行われている。

2022年5月26日には記者発表を行い、提案者の研究グループで開発している自動配送ロボット等のデモ行った。

開発中の住宅街区の一角で、自動搬出に対応したスマートごみ箱および反転装置のデモンストレーションを行った。

https://blp-pj.jp/
https://www.kyocera.co.jp/ceatec/robot_sharing_delivery_service/

